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　近年、半導体産業を中心とした産業集積が進む熊本県では、地下水の利用と保全のエコシステムが
重要な課題となっている。半導体製造には大量の水が必要であり、特に超純水の確保が生産プロセス
において不可欠である。熊本都市圏は「地下水都市」として知られ、住民の生活や地域経済を支える
重要な水資源となっている。このため、地下水の適正な利用と保全のバランスが求められる。本稿で
は、熊本都市圏の地下水の現状とその重要性を明らかにし、半導体産業集積に伴って変化する水利用
の実態について整理した。

　熊本市を中心とする都市圏では、水道水のほぼ100%が地下水で賄われており、世界的にも珍しい
「地下水都市」である。阿蘇山系に降った豊富な雨水が火山性の地層を通じて地下水として蓄えられ、
高い水質を保つ。熊本市の資料によると、熊本周辺地域11市町村には年間で約20億 4 千万㎥の雨が降
り、そのうち約 3分の 1が蒸発、約 3分の 1が河川を経て海へ流れ、残りが森林、水田などで地下水
として涵養される（図表 １）。
　また、熊本都市圏の地下水は他県に比べてミネラル成分が豊富で、品質が高いことで知られている。
地下水が地層のフィルターを通過することで不純物が取り除かれ、清涼な水として供給される。この
水質の良さが、県内の食品加工業や飲料産業の発展にも寄与してきた。
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１ 熊本都市圏の地下水の現状と重要性

図表１　熊本地域の地下水の流れ
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2.1 半導体製造における水の役割
　県北の工業地域では、地下水が企業の重要な経営資源となっている。台湾の半導体受託製造大手
ＴＳＭＣが熊本を拠点に選んだ理由の一つとして、豊富な水資源があったことが挙げられる。半導体
製造は大量の水を必要とする産業である。例えば、シリコンウェハーに付着した不純物を除去する洗
浄や冷却、設備の冷却など多岐にわたる工程で水が使用される。特に、シリコンウェハーの洗浄は全
体の工程の 3～ 4割を占めており、使用する水の量も多くなる。この、製造工程で使用される水は、
不純物を極限まで除去した「超純水」と呼ばれるものである。

2.2 半導体製造で使用される水の量
　ＴＳＭＣ（事業会社名「Jasm」）の熊本進出決定以降、メディアなどでその水の使用量が注目され
てきた。これまでに、自動車関連企業や飲料品製造業などの企業も県内に工場を立地しているが、こ
れほど地下水利用について注目が集まったことはなかった。
　近年では、社会のＥＳＧ※１への関心の高まりや環境保護に関する情報開示ルールが整備されたこと
もあり、大企業を中心に水の使用量を公表するケースが増加している。図表 ２は業種ごとに、代表的
な企業が公開しているデータを用いて、売上高に対する取水量を比較したものである。10億円当たり
の水の使用量及び取水量いずれにおいても、半導体企業は、繊維、製鉄、化学などの業種に次いで水
を使用する業種であることが分かる。

資料：各企業の有価証券報告書、サスティナビリティレポート等を基に弊所作成

２ 半導体産業の進出と水利用の実態

業種 企業名 売上高 注 １

（10億円）
取水量 注 2

（百万㎥）
10億円売上げるまでに
使用する水の量（ 1 ㎥）

自動車 トヨタ自動車 45,095 34.5 765

電力 関西電力 4,059 3.8 946

重電 三菱重工業 4,657 6.5 1,396

総合家電 パナソニック 8,496 13.9 1,632

医薬品 武田薬品工業 4,263 10.8 2,524

窯業 TOTO 702 2.0 2,872

飲料 アサヒグループHD 2,769 9.5 3,445

食品 キッコーマン 661 7.2 10,839

半導体製造 TSMC（台湾） 9,943 113.6 11,425

アパレル製造小売 ファーストリテイリング 3,104 44.6 14,382

繊維 東レ 2,465 160.9 65,285

製鉄 日本製鉄 8,868 600.0 67,659

化学 信越化学工業 2,414 164.0 67,937

※ １  Environment（環境）、Social（社会）、Governance（ガバナンス（企業統治））を考慮した投資活動や経営・事業活動を指す。

図表２　業種別の水使用量

注 １）売上高は直近の決算データを使用。
注 ２）取水量には海水を含まず。
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